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Abstract 

The striped bitterling Acheilognathus cyanostigma (Cyprinidae: Acheilognathinae) is naturally distributed 

from the Chubu region centered around Lake Biwa to the Chugoku region of Japan. Although this species 

has been reported in the Nishiki and Saba River systems in Yamaguchi Prefecture, there are no documented 

records based on voucher specimens. The present study conducted morphological and molecular genetic 

analyses of specimens of this species collected from the Saba River system. The results of the molecular 

phylogenetic analysis indicated that the specimens originated from an introduced population, raising 

concerns about the potential negative impact on the native bitterling species in the river system. 
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緒言 

コイ科 Cyprinidae タナゴ亜科 Acheilognathinae

魚類（以下、「タナゴ類」と記す）は、河川の中・

下流域、ため池、水路などの主に平野部に生息し、

産卵基質にイシガイ目の淡水性二枚貝類（以下、

「イシガイ類」と記す）を利用する小型の純淡水

魚類である（北村 2008）。日本産タナゴ類は、在

来 16 種・亜種のうち、14 種・亜種が国内外来種

として確認されており、侵入ルートとして、水産

有用種の種苗放流への混入といった非意図的な

侵入、愛好家による遊漁、養殖、鑑賞を目的とし

た放流といった意図的な侵入が挙げられている

（伊藤ら 2023）。国内外来種のタナゴ類は、在来

種のタナゴ類に対して、産卵基質の競合、交雑に

よる遺伝的攪乱といった、負の影響を及ぼすこと

が指摘されている（Hata et al. 2021）。 

タナゴ類の 1 種であるイチモンジタナゴ 

Acheilognathus cyanostigma は、環境省レッドリス

トにおいて絶滅危惧ⅠA 類に選定されている希

少淡水魚類である（環境省 2020）。体高が低い、

口ひげが短い、側線縦列鱗数が 40 以下、側線が

完全、背鰭分枝軟条数および臀鰭分枝軟条数が 8

以下で、タナゴ類の中では最も少ない、体側縦帯

の前端は肩部の暗色斑にまで達するといった外
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部形態的特徴を有する（北村・内山 2020）。本種

は日本固有種で、琵琶湖を中心とする近畿地方

（三重県・滋賀県・京都府・大阪府・和歌山県・

兵庫県）、中部地方（福井県・岐阜県・愛知県）、

山陽地方（岡山県）に自然分布する（北村・内山

2020）。Kitazima et al.（2015）はイチモンジタナ

ゴの自然分布域の複数水系および熊本県緑川水

系産国内外来集団から採集した計 264 個体のミ

トコンドリア DNA（mtDNA）のシトクロム b 遺

伝子領域（cytb）配列を決定したところ 13 ハプロ

タイプ（h01–h13）を検出し、系統解析の結果こ

れらのハプロタイプは 3 系統（Clades 1–3）に分

けられることを明らかにした。熊本県産標本は琵

琶湖・淀川水系（滋賀県・京都府・大阪府）、三

方湖（福井県）、円山川水系および加古川水系（兵

庫県）、矢作川水系（愛知県）、木曽川水系（岐

阜県・愛知県）（Clade 1）から検出されたハプロ

タイプ（h01、h02）を有していた。熊本県以外に

も、本種は日本各地で国内外来種として確認され

ており、琵琶湖産アユPlecoglossus altivelis altivelis

の放流種苗への混入や、愛好家による放流による

放流がその原因として示唆されている（Kitazima 

et al. 2015; 伊藤ら 2023）。 

山口県はイチモンジタナゴの自然分布域に相

当しない（北村・内山 2020）。一方、山口県東部

に位置する錦川水系と、県中部に位置する佐波川

水系において、イチモンジタナゴが確認されてお

り（畑間・大橋 2009; 乾ら 2015）、琵琶湖産アユ

放流種苗への混入を由来とする国内外来種と推

察されている（藤岡 1991; 畑間・大橋 2009; 山口

県 2018）。このうち、佐波川水系におけるイチモ

ンジタナゴは、国土交通省が実施している河川水

辺の国勢調査において、2014 年と 2019 年に採集

された記録が「河川環境データベース」（国土交

通省 オンライン a）に掲載されているが、山口県

における本種の標本に基づく記録は、畑間・大橋

（2009）、乾ら（2015）を含め存在せず、遺伝学

的分析も行われていない。本稿では、山口県佐波

川水系においてイチモンジタナゴを採集したの

で、cytb 領域の解析を伴う標本に基づく記録と

して報告する。上述の通り、タナゴ類はほとんど

の種・亜種が国内外来種として確認されており

（伊藤ら 2023）、例えば、タナゴ類の 1 種である

ヤリタナゴ Tanakia lanceoata では、国内外来集

団からの二次的な移植が由来と推察される集団

が報告されている（伊藤ら 2024）。そのため、イ

チモンジタナゴも同様に、本研究の採集地から二

次的に移植される可能性を考慮して、本稿では採

集地の詳細な位置情報は記さない。 

 

材料および方法 

採集地 山口県の中部に位置する佐波川は、山

口県と島根県の県境に位置する三ツヶ峰（標高

970 m）を源流に持ち、周防灘に注ぐ、流路延長

56 km、流域面積 460 km2の一級河川である（国

土交通省 オンライン b）。 

 

計数計測 採集調査は 2014年 10月 6日および

2025 年 2 月 14 日に山口県防府市佐波川水系の

支流河川において実施した。2014 年に採集され

たイチモンジタナゴ 2 個体（Fig. 1A, B）と 2025

年に採集されたイチモンジタナゴ 2 個体（Fig. 

1C, D）の計 4 個体について、標本作成と Arai et 

al.（2007）および谷口ら（2026）に従い計数計

測を行った。2014 年に採集されたイチモンジタ

ナゴは現地で冷殺し、70 %エタノール中で固定、

保存した。その後、岡山理科大学へと移送し、

2024 年 4 月 18 日に標本の撮影と計数計測を実

施した。2025 年に採集されたイチモンジタナゴ

は、2026 年 5 月 8 日まで第 4 著者の自宅および

吉備国際大学で配合飼料を与えて成育した後、

2026 年 5 月 13 日に第 1 著者の自宅で冷殺し、

70 %エタノールで固定、保存した。その後、第

3 著者の自宅へと移送し、2026 年 5 月 24 日に

標本の撮影と計数計測を実施した。計数計測は、

デジタルノギス（シンワ製：19975）を用い 0.01 

mm単位まで行なった。計測値は標準体長（SL）

に対する百分率（%）で示した。 

 

DNA 分析 採集された 4 個体の計数計測実施

時に切除した右胸鰭を 99 %エタノールに入れ、

DNA 分析用サンプルとして冷凍保管した。その 
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Fig. 1. Specimens of Acheilognathus cyanostigma 

collected in Saba River system, Yamaguchi 

Prefecture, Japan (A: LBM 1210062762, 53.5 mm, 

B: LBM 1210062763, 55.5 mm, C: LBM 

1210062809, male, 58.2 mm, D: LBM 

1210062810, female, 50.0 mm in standard length). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後、谷口ら（2021）の方法に従って cytb 配列の

解析を行った。2014 年に採集された 2 個体から

は PCRによる増幅断片が得られなかった。これ

ら 2 個体は鰭切り出しまで 10 年間 70 %エタノ

ール固定液にて室温保管されてきたことから、

DNA が劣化していた可能性が考えられる。解析

できた 2025 年採集の 2 個体の cytb 配列を日本

DNA データバンク（DDBJ）に登録した（登録

番号：LC933352, LC933353）。これら新規に決定

した配列と、 International Nucleotide Sequence 

Database Collaboration（INSDC）登録配列との相

同性検索には National Center for Biotechnology 

Information の BLASTn:（http://www.ncbi.nlm.nih. 

gov/）を用いた。 

本研究で決定した cytb 配列、INSDC に登録

さ れ て い る イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ お よ び

Acheilognathus 属 3 種 2 亜種の cytb 配列を用い

て、系統解析を行った。この塩基配列データセ

ットのアライメントとトリミングはアミノ酸

変換配列を参照しMEGA11（Tamura et al. 2021）

を用いて行った。コドン位置ごとの最良適合モ

デルの決定と、cytb 塩基配列に基づく最尤系統

樹 の 構 築 は IQ-TREE version 3.0.1

（Kalyaanamoorthy et al. 2017; Wang et al. 2026）

を用いて行った。選択されたモデルは TN+F+I

（コドン第 1 塩基）、F81+ F（第 2 塩基）、およ

び TN + F + I（第 3 塩基）、各枝の信頼性は 1,000 

回の SH 補正近似尤度比検定（SH-aLRT）およ

び ultrafast bootstrap（UFBoot）検定によって検

定した。 

 

標本登録 4個体の標本は、本研究の結果を同定

の根拠として、滋賀県立琵琶湖博物館（LBM）へ

登録・収蔵した（登録番号：LBM 1210062762, 

1210062763, 1210062809, 1210062810）。 

 

結果 

Acheilognathus cyanostigma 

Jordan et Fowler, 1903 

イチモンジタナゴ 

(Fig. 1; Table 1) 

 

標本 A：LBM 1210062762、53.5 mm SL、山口県

防府市佐波川水系、2014 年 10 月 6 日、新田理人

採集（Fig. 1A）。B：LBM1210062763、55.5 mm SL、

山口県防府市佐波川水系、2014 年 10 月 6 日、新

田理人採集（Fig. 1B）。C：LBM 1210062809、雄、

58.2 mm SL、山口県防府市佐波川水系、2025 年 2

月 14 日、畑間俊弘採集（Fig. 1C）。D：LBM 

1210062810、雌、50.0 mm SL、山口県防府市佐波

川水系、2025 年 2 月 14 日、畑間俊弘採集（Fig. 

1D）。 

 

記載 計数計測値と体各部の標準体長に対する

割合を Table 1 に示した。体は楕円形で側扁し、 
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Table 1. Meristic and morphometric data of Acheilognathus cyanostigma collected in Saba River system, 

Yamaguchi Prefecture, Japan. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体高は低い。体表は円鱗に被われる。頭部は小さ

く無鱗。吻端はやや尖り、口は小さく下方に位置

し、口ひげは 1 対できわめて短く痕跡的。前鼻孔

と後鼻孔が互いに接近し、前鼻孔の後縁には皮弁

がある。眼は正円形に近く上顎後端より後方に位

置する。側線は完全で鰓蓋上方から始まり、臀鰭

基部の真上まで緩やかに下り、尾鰭基部まで一直

線に伸びる。肛門は腹鰭基部の後方に開孔し、背

鰭基部は肛門の真上のやや前方、後端は臀鰭基部

直下より後方に位置する。臀鰭基部は背鰭基部直

下より後方、背鰭後端直下より前方に位置する。

また、腹鰭基部は背鰭基部の直下に位置する。胸

鰭は低位で眼の下縁より下方に位置する。尾鰭は

二叉形で、両葉後端はやや尖る。 

 

固定後の色彩 LBM 1210062762、1210062763

（Fig. 1A, B）：体の地色は褐色で背面は茶褐色。

体側から尾柄にかけては褐色。腹面は淡褐色。尾

柄基部から胸鰭中央直上までを暗色縦帯が走る。

虹彩は灰色で、瞳孔は白色。背鰭と臀鰭は淡黄色

で、鰭膜は白色半透明。尾鰭は淡黄色で、鰭膜は

白色半透明。腹鰭と胸鰭は淡黄色。柄基部から胸

鰭中央直上まで暗色縦帯が走り、その前端は斑点

状になる。 

LBM 1210062809、1210062810（Fig. 1C, D）：体

の背面は茶褐色。頭部は薄い茶褐色で、吻端から

鰓蓋にかけては銀白色。腹部は淡黄色で、体の中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

央から尾鰭基底部にかけては銀白色。肩部から尾

鰭基底部までを藍色の縦帯が走り、その前端は斑

点状になる。雄（LBM 1210062809; Fig. 1C）は藍

色の縦帯の前端よりやや前方の上部から尾鰭基

底部までを明瞭な桃色縦帯が走る。虹彩と瞳孔は

白色。各鰭はそれぞれ白色半透明。 

 

遺伝的特徴 2025 年に採集された 2 個体で決定

した cytb領域 1,125 bp の塩基配列は 99.82 %一致

した（1,123/1,125 bp）。BLAST 検索の結果、1 個

体（LBM1210062809: LC933352）の配列に最も類

似する配列は、滋賀県湖北町（現、長浜市）琵琶

湖・淀川水系産のイチモンジタナゴ由来のもので

（AB819566: haplotype 02 sensu Kitazima et al. 2015）

100 %一致した（1,112/1,112 bp）。もう 1 個体

（LBM1210062810: LC933353）の配列に最も類似

する配列は、滋賀県木之本町（現、長浜市）琵琶

湖・淀川水系産のイチモンジタナゴ由来のもので

（AB819565: haplotype 01 sensu Kitazima et al. 2015）

99.91 %一致した（1,111/1,112 bp）。 

cytb 配列に基づく系統樹を Fig. 2 に示した。本

研究で得られた 2 標本の配列は、これまで認識さ

れている 3 系統（Clades 1–3: Kitazima et al. 2015）

のうち Clade 1 に属することが示された。 

 

備考 

本標本は、体高が低い、口ひげが短い、側線縦 
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Fig. 2. Maximum likelihood tree for Acheilognathus 

cyanostigma and related species based on partial cytb 

sequence data (1,008 positions). The corresponding 

INSDC registration number, the prefecture and 

location of collection are shown. The haplotype (h) 

number described in Kitazima et al. (2015) is shown 

in parentheses, and the sequenced data determined in 

this study are indicated in bold. The tree includes 

results for SH-aLRT/UFBoot supports (> 50%). Scale 

bar represents units of length in expected 

substitutions. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

列鱗数が 40 以下、側線が完全、背鰭分枝軟条数

および臀鰭分枝軟条数が 8、体側縦帯の前端は肩

部の暗色斑にまで達するなどの特徴が、細谷

（2013）および北村・内山（2020）の示した 

Acheilognathus cyanostigma の特徴と一致したた

め、イチモンジタナゴに同定された。 

本研究は、佐波川水系におけるイチモンジタナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴの標本に基づく初めての記録である。本種は日

本各地で国内外来種として確認されており（伊藤

ら 2023）、原因として、琵琶湖産アユ放流種苗へ

の混入と、愛好家による放流が示唆されている

（Kitazima et al. 2015）。佐波川水系では、ハス

Opsariichthys uncirostris uncirostris 、 ワ タ カ

Ischikauia steenackeri など、琵琶湖産アユ放流種
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苗への混入により侵入したと考えられる複数種

の淡水魚類の生息が確認されており（山口県

2018）、佐波川水系で採集されたイチモンジタナ

ゴも、琵琶湖産アユ放流種苗への混入により侵入、

定着した可能性が指摘されている（畑間・大橋

2009）。本研究で得られた佐波川水系産イチモン

ジタナゴは、cytb 塩基配列の系統解析によって

Clade 1 に属することが示された。Clade 1 に属す

るハプロタイプは琵琶湖・淀川水系以外に福井県

三方湖、兵庫県丸山川水系および加古川水系、愛

知県矢作川水系、愛知県および岐阜県木曽川水系、

熊本県緑川水系でも検出されており、矢作川水系、

木曽川水系、緑川水系の集団は、琵琶湖・淀川水

系のイチモンジタナゴに由来する国内外来集団

と考えられている（Kitazima et al. 2015; 北村・内

山 2020）。以上より、佐波川水系における本種は、

琵琶湖産アユ放流種苗への混入により侵入、定着

した、琵琶湖・淀川水系の個体に由来する国内外

来集団である可能性が高いと考えられる。 

一方、近年、外来タナゴ類の侵入ルートとして、

愛好家による放流が問題視されている（熊谷

2016; 伊藤ら 2023）。山口県では、タナゴ類の 1

亜種であるカゼトゲタナゴ Rhodeus atremius 

atremius が国内外来種として確認されており、愛

好家による放流由来である可能性が指摘されて

いる（山口県 2018）。イチモンジタナゴでも、木

曽川水系の一部の集団や、福岡県那珂川水系の集

団は、愛好家による放流が由来の国内外来集団と

推察されている（浅山・中島 2015; Kitazima et al. 

2015）。そのため、山口県に侵入、定着した本種

も、愛好家による放流由来である可能性も否定で

きない。 

国内外来種のタナゴ類と在来種のタナゴ類の

繁殖期と産卵基質となるイシガイ類の種が重複

していた場合、産卵基質の競合や交雑が生じるこ

とがある（Hata et al. 2021）。イチモンジタナゴが

国内外来種として定着している緑川水系では、在

来 種 の タ ナ ゴ 類 で あ る セ ボ シ タ ビ ラ

Acheilognathus tabira nakamurae との間で生息環

境が重複あるいは類似しており、産卵基質である

イシガイ類を巡る競争関係にある可能性が示唆

されている（大畑ら 2012）。山口県における在来

種のタナゴ類として、ヤリタナゴとアブラボテ T. 

limbata が分布しており（山口県 2019）、佐波川水

系にはアブラボテが分布している（乾ら 2015）。

アブラボテは 3 月から 8 月、イチモンジタナゴは

4 月から 7 月が繁殖期であり、両種とも、産卵基

質にカラスガイ族のイシガイ類を利用する（北

村・内山 2020）。両種の繁殖期と産卵基質は重複

していることから、佐波川水系では、両種の間で

産卵基質の競合や交雑が生じている可能性が考

えられる。 

今後、山口県におけるイチモンジタナゴが在来

生態系に及ぼす影響を評価し、対策を検討するた

めには、佐波川水系内における本種および在来種

のタナゴ類の分布・生息状況を調査することが重

要であると考えられる。また、佐波川水系以外の、

県内で本種の生息が確認されている錦川水系に

おける分布状況や、他の水系への侵入状況を調査

することも重要であると考えられる。 
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